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後輩たちへのエール！  その５２ 

                   ２０２２年３月１０日 

自分を生かせる地元で生きる 

◇今回は、シェフの中林亜生さん（そばのカフェ おくど） からのメッセージです！                  

 

みなさん初めまして。２０１６年度卒業生の中林亜生です。職業は「耕す料理人」で

す。僕の人生のテーマは自由に生きること。周りの環境に左右されることなく自分の思っ

たように生きていきたいと思っています。そう思ったきっかけは高校時代にあるように思

います。 

 

僕は関市の外れにある武儀地域で生まれ育ちました。山と川に囲まれた地域で、言って

しまえば「ド田舎」です。そんな「ド田舎」中学出身の自分にとって、関市街にある関高

校での３年間はホントに衝撃的でした。中学校時代とは桁違いの同級生の数、みんなの個

性の強さ、部活動の数、始業前の雑談、昼時の購買パン、夕方の部活動、帰り道のローソ

ン。すべてが新鮮ですべてが自由に感じました。 

高校２年生になり進路先を決める時、本当に自分のやりたいこと好きなことを見つめ直

し名古屋の調理師専門学校へ行くことを決めました。専門学校に２年間通い、卒業後は三

重のイタリアンレストランへ就職しました。 

 

お店では朝８時に来たら、まずランチのフ

ォカッチャ(イタリアのパン)を仕込み、プリ

ンを焼き、ランチをこなし、漁港から届いた

魚の下処理、ランチの片付けとディナーの準

備、１時間休憩、ディナーをこなし片付けと

明日の仕込みをして帰宅。遅いときは日をま

たいでから帰ることもざらでした。 

いつでも疲労がたまっていて、休日はほと

んど寝て過ごしていました。それでも続けら

れていたのは、料理を作ることに喜びを感じ

られていたからだと思います。 

 

しかし、だんだんと料理の力がついてきた矢先、コロナの波が押し寄せてきました。お

客さんは１日２，３組の時がほとんどで、料理も仕込みも出来ず、掃除だけをする毎日。

そして、その状況で掃除をすることしかできない、コロナが収まるのを待つしかない自分
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がいやでした。自分の力で何かを生み出したい、そんな自分になりたい、そう思うように

なりました。そのためにここではなく、自分を活かせる地元で頑張ろうと決心し、仕事を

辞めました。 

 

今現在、僕は地元へ戻り「そばのカフェおく

ど」というカフェで働いています。そこでは「耕

すUターンシェフ」として、自ら畑で農作物を作

り、収穫、そして調理し提供しています。例え

ば、自分たちで小麦を作り、製粉し、小麦粉とし

てピザやパスタに加工するといった感じです。 

その他に、大豆、パッションフルーツ、麦、茶

の実など多岐にわたって栽培、加工しています。 

 

ここで僕は、地元の土地と人に密着して過ごしていく中で、毎日新しい発見と学びを得

ることができています。そして何よりも自由です。自由に生きることが僕にとって喜びで

あり、生きる意味です。 

 

みなさんが人生に行き詰った時、こ

のままでいいのかわからなくなった

時、周囲の言動や環境を抜きにして、

一度自分が本当にやりたいことを考え

てみてください。そして自分の思った

ほうに行動してみてください。そうし

て選んだ道のほうが楽しいはずです。 

 

もし考えてそれでも分からなかった

ら一度「おくど」に来てお喋りしなが

ら一緒にピザでも食べましょう。 

 

 


